
田村ひろゆきの
議会トーク!



◇西東京市の新型コロナウイルス感染状況

◇3度目の緊急事態宣言！西東京市の対応は

◇「法定ビラ」問題に池澤市長はどう答えたか

原案レベル「見ていた」、「慌ただしかった」ので

◇補正予算の修正動議を提出

◇暫定予算は賛成したものの・・・

◇高校生インターン3回目の受け入れ

◇うれしい動き



■西東京市の新型コロナウイルス感染状況

出典：西東京市ＨＰ

1日10名を超える感染者
が確認される日が続く



出典：西東京市ＨＰ

まさに
第４波!



■ワクチン接種の状況

①医療従事者

⇒順次接種中

②高齢者施設（特別養護老人ホーム）入所者等

⇒4月19日から接種中

③高齢者

⇒ワクチンの供給状況により年齢を区切って受付

85歳以上：5月7日（金） 集団接種会場の受付開始

75歳以上：5月下旬見込み

65歳以上：6月上旬見込み



■ワクチン接種の状況

詳細は市報
5月1日号を
ご覧ください。



■緊急事態宣言発令による影響

出典：西東京市ＨＰ

前回宣言時の「時短」
⇒宣言当日4月25日から
基本「閉める」



■近隣市の対応事例 西東京市でも柔軟な
判断ができなかったか①時間的猶予のある対応

小平市：図書館・公民館⇒4月28日から休館

小金井市：公民館⇒4月27日から休館

東久留米市：屋外運動施設⇒4月29日から休止

②施設の性質毎に細かい対応

武蔵野市：図書館⇒市民利用に限定し20時まで開館

コミュニティセンター⇒20時まで開館

運動施設⇒屋内は休場、屋外は開場

小金井市：図書館⇒30分利用などの制限で開館



■市長からのメッセージは

出典左：西東京市YouTubeチャンネル

出典下：ひばりタイムスＨＰ

「え、それだけ？」の声が…

「お一人お一人の感染しない！させない行動
が、大切な人の命を守ることにつながります」

「もう一度考えよう その外出」



■改めて振り返る市長選挙

立憲民主党、生活者ネットワーク、日本共産党、無所属有
志が平井竜一候補を全力支援。



■改めて振り返る市長選挙

票差1514票

2.15％の惜敗

投票率は

＋9.33％！

出典：西東京市ＨＰ



■市長選挙後、初めての議会では

当然、「あのビラ」が話題に



■3月2日 臨時会緊急質問

＜主なポイント＞

・ビラの内容については選挙期間中に知っていた
・ビラの考えと自分の考えは一致しない
・止める判断もあったと反省している
・二度としてはならないという考え



■3月2日 臨時会緊急質問

•質問：ビラに書かれている考えと市長の考えは一致するのか。

•答弁：政策を訴えたいと言ってきた。その点では一致していない。

•質問：市長の考えと違うビラが出たのなら、(発行元の)確認団体に勝
手なことをするなと怒るべきではないのか。

•答弁：確認団体とも話した。市民におわびしたいということは伝えた。

•質問：2009年の議会で自民党議員が「こういうやり方は遺恨を残す」
と発言。池澤市長も議場で聞いていたではないか。

•答弁：当時3列目の席で聞いていた。やり取りは覚えている。

•質問：気が早いが仮に2期目に挑戦するとして、もうこうしたことはし
ないと表明を。

•答弁：2期目についてはわからない部分だが、二度としてはならない
という考えだ。



■3月16日 定例会一般質問

＜主なポイント＞

・原案レベルのものを見せられた。止めるとすればその時
・選挙期間中の慌ただしい中「団体の判断で」と言った
・市民や平井氏への謝罪は異議申立ての結果を踏まえて
・今後、確認団体と話し合いの場をつくる



■3月16日 定例会一般質問

•質問：法定ビラ第２号の配布を止めるタイミングはあったか。止
める判断ができなかったのはなぜか。

•答弁：選挙期間中に一度、原案レベルで話があった。もし止める
ということであれば、そのタイミング。事実を伝えたいと申し出が
あった。

•質問：以前の答弁で原案段階のキャッチコピーなど載っていたと
のことだった。それでも止めなくてよいと判断したのか。

•答弁：選挙期間中の大変慌ただしい状況の中だった。団体の判
断で回答をした。

•質問：慌ただしかったから十分にチェックしなかったという市長の
決断力は正しかったか。

•答弁：その点については反省をしている。



■3月16日 定例会一般質問

•質問：市民と平井竜一氏に対し謝る機会について考えているこ
とは。

•答弁：議会・市民からのご意見等、異議申立ての判断結果も踏
まえ対応させていただきたい。

•質問：このビラが世に出てしまった責任は確認団体にあるか。池
澤市長にあるか。もしくは双方か。

•答弁：確認団体と私、立場に違いはあるが責任はそれぞれある
のかなと感じている。

•質問：確認団体にもうこれはやめようよと呼びかけなければいけ
ないのでは。

•答弁：確認団体と話し合いの場をつくっていきたい。



■法定ビラ問題に対する市民や議員の動き

ネット署名
公開質問状
異議申し立て



■3月16日 定例会その他の質問

• 質問：自分を支援してくれる人だけでなく、厳しい意見を持つ
市民ともしっかり対話する覚悟があるか。

• 答弁：多くの地域の方々とお会いし、顔つなぎができる関係
構築に努めてまいりたい。

• 質問：エッセンシャルワーカー支援としてお食事券とお買物券
を無料配布するとのことだが、なぜこの手法なのか。事業所
への補助やＰＣＲ検査等を拡充する手法もある。当事者の
ニーズの聞き取りは行ったのか。

• 答弁：要望は伺っていない。チケットが使われることで市内経
済の回復に寄与すると考えている。

• 意見：当事者が求めているかわからない。本当に支援になっ
ているか。またエッセンシャルでない業種が大変だったりもす
る。困窮する学生や生理用品が買えない女性のニュースもあ
る。しっかりと目配りをしてほしい。



■3月議会で決まったこと

議案第3号 令和2年度西東京市一般会計補正予算（第12号）

⇒新型コロナウイルスワクチン接種事業費や、池澤市長公約である
「プレミアム応援券第二弾の実施」にかかる費用を含む補正予算。

賛成 １６
自民10、公明5、

無所属1（小峰）

反対 １１
共産4、立憲2、ネット2

無所属3（森て・納田・田村）

⇒賛成多数で可決

補正予算：年度途中で計画が変わって、元の予算に足したり引いたりする予算のこと



■田村の補正予算反対理由

①プレミアム応援券事業の昨年第1回の販売数は5,000セット。
店ごとの規模によって対応可能な人数に上限があり、5,000件分
が適切であるという答弁だった。整合性がない。事業実施の9月

に感染収束の保証もない。恩恵を受けるのは、購入する余裕の
ある方で、生活困窮者には届かない。

②エッセンシャルワーカー応援事業の対象職種（医療、福祉、子
育て、清掃）の決定理由が不明確。当事者のニーズも聞いてお
らず、お食事券とお買物券の配付が本当にふさわしい方法なの
か疑問。医療従事者の方で、感染リスクの観点から外出や外で
の食事を極力控えているという方もいる。



■「平井派」議員11名による修正動議

プレミアム応援券7万5千セット、約2億円は過大である。
うち1億円を活用して若者応援券として配布せよ！

⇒自民・公明から「附帯決議」を引き出す

国から交付される第
3次地方創生臨時交
付金（5億7697万円）
の約7割が消費喚起

事業に充てられるの
はやり過ぎ！バラマ
キ予算だ！



■3月議会で決まったこと

議案第7号 令和3年度西東京市一般会計暫定予算

⇒市長就任からまもないため当面必要な最低限の経費を盛り込んだ
4～6月の3か月間の暫定予算。

賛成 ２６
自民10、公明5、共産4、

立憲2、ネット2、

無所属2（小峰・田村）

反対 ２
無所属2（森て・納田）

⇒賛成多数で可決



■手放しで賛成できたわけではない

①西東京いこいの森公園等指定管理について

代表団体である西武造園株式会社を含む4社で、社員の一部が施工管理技士の

資格を不正取得。その事実を昨年６月に知りながら、選定委員会、議会にも情報
提供せず。第三者委員会の調査結果が出たと暫定予算審査当日の朝になって初
めて報告。行政にとって不都合な、不利益となる内容こそ迅速に情報提供、情報
開示すべき。

②中央図書館・田無公民館耐震補強等改修事業について

田無庁舎敷地は図書館・公民館やホール機能を
備えた教育文化施設として再整備をと訴えていた
が、田無第二庁舎の完成など状況が変わった。
工事終了後の新たな耐用年数も見据えた上で、
田無駅南口エリアの価値向上に向けた夢のある
ビジョンを、市民参加により描け。



■高校生インターン3回目の受け入れ

子ども家庭支援センターや
子ども相談室ほっとルーム
を訪問。

「学校に行っていない子ど
もへのアプローチは」
「駅などにも案内を掲示し
たらいいのでは」

インターン生の質問で
こちらが気づくことも多い



■うれしい動き

市民が市政をしっかりチェックする！
「一人の百歩より、百人の一歩」



議会トーク!
これからも続けていきます


